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正誤表

本書にて下記の誤りがございました。お詫びして訂正致します。

<誤> <正>

○128ページ　ヒヨケザルの頭骨

○055ページ　図20 台湾産モグラの染色体

フィリピンヒヨケザル
英名： Philippine Colugo
学名：

マレーヒヨケザル
英名： Sunda Colugo
学名： 

○181ページ　ツチクジラ（全身骨格）画像
※切り抜きに不備

○210ページ　アードウルフ
参考画像はアードウルフの写真である確証が得られないことから、
新たに右の参考写真をご参照ください。
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○227ページ　図59につく解説文
イッカクのオス頭部から突き出た2m近い棒状のものは、
犬歯が発達したものである

イッカクのオス頭部から突き出た2m近い棒状のものは、
切歯が発達したものである
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2―❹ 染色体の形態

染色体の発見は1880年代のこと。1930年代頃には日本でも組織切片法

による哺乳類の染色体数の報告が論文発表されるようになった。しかし、そ

の頃の染色体解析技術は解像度が低く、ヒトの染色体数すら確定されてい

なかった。1960年代になると血液培養法による染色体の高解像度データが

得られるようになり、ヒトの染色体数が46本であることが判明する。この技

術が他の哺乳類にも応用されるようになり、1980年代までに系統解析の主

流となっていく。

染色体は膨大な長さの遺伝子を正確に複製したり細胞分裂時に分配した

りするために存在する「遺伝子の乗り物」である。しかし、時には染色体の

切断や結合が起こり、数と形が細胞分裂時に正確にコピーされず、形を変え

た染色体が子孫に伝えられることがある。変化する前（祖先型）と後（派生型）

の染色体を1本ずつもつ個体では、精子や卵子の形成（減数分裂）が阻害さ

れ、子孫が残せなかったり繁殖力が著しく低下したりという現象が起こる。

その結果、染色体は種ごとに数と形が決まっていることが多い。既に述べた

通り、生物学的種概念に基づくと「種」は繁殖可能な集団と定義されるため、

種間での繁殖可能性を検証する手段の一つとして、染色体の数と形は注目

されてきた。染色体は遺伝形質も兼ね備えた形態形質で、種間の違いを見

極める重要な特徴なのである。

日本産、台湾産、ベトナム産モグラ属の染色体比較

染色体の数や形が近縁種間で異なっているケースは非常に多く見られる。そのため分

類形質の一つとして重要視されている。ここで示したフーチェンモグラは、以前台湾産

のモグラと同種とされていたが、染色体数の違いなどが根拠となって、現在独立種とさ

れている。

図19  日本産モグラの染色体　コウベモグラ Mogera wogura（36本）

図 20  台湾産モグラの染色体　タイワンモグラ Mogera insularis（32本）

図 21  ベトナム産モグラの染色体　フーチェンモグラ Mogera latouchei（30本）
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